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京都市高齢者施策推進協議会 

第３回（R5.9.21） 資料２ 

第９期プランにおける基本理念・重点取組の設定と主な施策・事業に係る各ワーキンググル―プの主な意見について 

 

１ 高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画 

  

No 委員からの御意見等 事務局の検討結果（案）等 

１ 

市が率先して高齢者が雑談する場所など居場所づく

りの取組を進めてほしい。（高齢ＷＧ） 

高齢者が日頃から気軽に参加できる居場所としては、地域住民

が主体となって身近な場所で活動しておられる健康長寿サロンを

はじめとした「通いの場」の存在が非常に重要であると考えてお

り、運営費の補助や活動支援、情報発信等を行っております。 

今後も、地域の高齢者が毎日をいきいきと健康に過ごしていた

だけるよう、社会参加を通じた健康づくりの推進等に向けて取り

組んでまいります。 

２ 

８５歳以上の一人暮らし高齢者が増えているという

ことだが、有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住

宅については、お金がない方は自宅を売って入居される

という話も聞く。高齢者の生活という観点で重要なこと

であると考えており、どれくらいの方が有料老人ホーム

に入所しているか教えてほしい。（介護ＷＧ） 

すべての有料老人ホームではないですが、介護保険の指定を受

ける介護専用型の有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住

宅については、令和 4 年 10 月の総定員数は 2,615 人分となってお

り、2,625 人の京都市民の方が介護専用型の有料老人ホーム等を

利用されています。 

３ 

スライド１７の課題と方向性Ⅲの「支援を必要とする

高齢者等が自分らしく暮らすための支援の充実」の中

で、地域支え合い活動創出コーディネーターが重要な役

割を果たしているようだが、この方は各区に何人ずつい

るのか。（介護ＷＧ） 

地域支え合い活動創出コーディネーターは、高齢者が住み慣れ

た地域で暮らしを続けられるよう、既存の地域資源を把握し、地

域に不足する生活支援サービスの創出や担い手の養成等を行って

います。地域支え合い活動創出コーディネーターは、各行政区に

１名配置（伏見区は２名）するとともに、市全域を統括するコー

ディネーターを１名配置しています。 
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４ 

スライド１７の課題と方向性Ⅳの「住まいや医療・介

護サービス等の充実」の最後の行に、「ヤングケアラー、

ダブルケアなどの複合的な課題を抱えた方も含めた家

族介護者の支援を推進します。」と記載がある。京都市

が政令市に先駆けて、こうした方々への支援体制の充実

や、教育機関との連携を図っていただきたい。 

（介護ＷＧ） 

ヤングケアラーへの支援に関しては、令和３年度に実施した実

態調査の結果を踏まえ、政令市に先駆けて「ヤングケアラー支援

に係る関係局実務者会議」を創設し、教育機関を含め、関係機関

が連携した支援体制をすでに構築しております。 
こうした中、本年９月には、社会的認知度の一層の向上を図る

ポスター掲示に取り組むとともに、訪問支援員を家庭に派遣し、

生活支援及び子育て支援を行う「京都市ヤングケアラー世帯訪問

支援モデル事業」を中京区・右京区で新たに実施しています。 
また、本市が発行するケアマネジャー向けのケアマネジメント

の手引には、ヤングケアラーを含む家族の負担に視点をおいたア

セスメントについても触れており、ケアマネジャーや地域包括支

援センターの職員に引き続き上記視点を踏まえた対応について働

きかけていくとともに、京都府ヤングケアラー総合支援センター

の紹介などに繋げていきたいと考えております。 
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５ 

スライド２５の重点取組４の中で、「介護等の担い手

の確保、定着及び育成」とあるが、現場は大変困ってい

る状況である。 

外国人労働者については、看護師などの資格を持って

おり、技術面においては問題ない場合もあるが、家庭の

事情で帰国を余儀なくされる場合もある。そのため、事

業所としては、外国人を養成するのに経済的な負担が発

生している。 

また、外国人労働者の紹介会社は、悪質な会社も増え

ており、国も動き出しているが、市が先取りして何らか

の対応が可能であればお願いしたい。 

処遇改善について、介護職員のみが対象となっている

が、他の職種の職員と給料のアンバランスが生じている

ので、市としてもプランに盛り込むなど何らかの対応を

していただきたい。（介護ＷＧ） 

介護等の担い手確保において、外国人介護人材の確保・定着・

育成も重要であり、本市においては、外国人労働者の就労を支援

するため、日本語能力、介護技術研修を実施しており、本市の研

修は、授業時間を多く確保し、学習効果を最大限高められるよう

対面での授業を行うなど、きめ細かい、充実した内容となってお

ります。 

また、京都府においては、外国人介護人材支援センター（委託

先：社会福祉法人京都府社会福祉協議会）を開設されており、当

該センターにおいて外国人向けの介護入門講座や介護技術・日本

語能力向上研修が実施されています。 

今後も引き続き、介護職員等の処遇改善や社会的評価の向上、

介護の担い手の裾野拡大及び介護現場の生産性の向上に資するよ

う、関係団体と連携・協力しながら、介護の担い手確保・定着・

育成に関する取組を着実に進めてまいります。 

外国人介護人材の紹介会社については、悪質な会社も増えてき

ており課題になっていることは認識しております。本市には当該

会社に対する指導等の権限はありませんが、国においては、令和

５年６月に「外国人材の受入れ・共生のための総合的対策（案）」

を改訂され、悪質な仲介事業者等の排除に向けた取組を進めると

されており、国の動向を注視してまいりたいと考えております。 

処遇改善については、介護職員の賃金水準はこれまでの取組に

より改善されてきていますが、他産業と比較すると未だに下回っ

ているため、引き続きの処遇改善等が必要と認識しております。

そのため、国に対して、処遇改善の対象を介護職員以外の職員に

も拡げるよう要望しているところであり、引き続き、国に対して

要望等を行ってまいります。 
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２ 認知症施策推進計画 

 

  

No 委員からの御意見等 事務局の検討結果（案）等 

１ 

第９期プランでは、認知症施策推進計画も一体的に策定す

るということだが、これは従前からあったものを位置付ける

のか、全く新しく策定されるのか、どういった位置付けか。 

（高齢ＷＧ） 

認知症施策は現行プランにおいても重点取組の一つに位

置付けておりますが、第９期プランにおいては、共生のまち

づくりへの市民意識の醸成を促し、様々な施策を積極的かつ

効果的に進めていくためにも、これまで取り組んできた認知

症施策を継承しつつ、今年６月に公布された認知症基本法の

趣旨や基本理念、基本施策を踏まえた認知症施策の章を作

り、その章を認知症施策推進計画に位置付けることを想定し

ております。 

２ 

認知症施策推進計画を策定するに当たって、どのように認

知症の当事者の意見を聴いていくのか。（介護ＷＧ） 

今回認知症施策推進計画を定めるに当たっては、市内５か

所で本人ミーティング、家族ミーティングを開催し、当事者

の方の声を聞かせていただいており、いただいた声や思い等

を踏まえて具体的な施策を検討してまいります。 

３ 

現場で支援に悩むケースとして、若年性認知症の方への対

応がある。仕事のことや子供の就学のことなど、その世帯が

抱える課題への支援は、高齢者向けのサービスだけではフォ

ローできないことがある。何か対応策はあるのか。 

（高齢ＷＧ） 

若年性認知症については、適した介護サービスが少なく、

高齢発症の場合に比べ就労など生活課題が多岐に渡るため

多くの支援機関との連携が必要となることなど若年特有の

課題があります。 

若年性認知症施策については、計画の中の個別施策におい

て具体的な取組内容を明記していくことを想定しておりま

す。 
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３ 成年後見制度利用促進計画 

  

No 委員からの御意見等 事務局の検討結果（案）等 

１ 

成年後見制度利用促進計画については、「長寿すこやかプ

ラン」と「はぐくみ支え合うまち・京都ほほえみプラン」に

同内容のものが掲載されるということだが、計画の中身はど

こで審議するのか。（高齢ＷＧ） 

成年後見制度に関する協議会「成年後見制度利用促進協議

会」において、プラン（案）を協議いたします。 

協議したプラン（案）について、長寿すこやかプランに関

する審議会（京都市高齢者施策推進協議会）や、はぐくみ支

え合うまち・京都ほほえみプランに関する審議会（京都市障

害者施策推進審議会）に提案し、御審議いただきます。 

２ 

高齢者と障害者、それぞれの実情に応じた内容を記載する

必要があるのではないか。（高齢ＷＧ） 

取組内容については、高齢者と障害者の両方の実情を踏ま

えたものとして、同じ内容を記載したいと考えております。 

一方で、認知症高齢者の特性と、精神障害者・知的障害者

の特性、実情については、成年後見制度に関する説明文にお

いて触れていくことも検討いたします。 

３ 

成年後見制度利用促進協議会には、認知症当事者側の方の

参画がない。当事者の意見については、京都市高齢者施策推

進協議会で意見を聞いていくということか。（介護ＷＧ） 

高齢者当事者の意見については、京都市高齢者施策推進協

議会やパブリックコメントにおいて、御意見を賜りたいと考

えております。 

また、障害当事者の意見についても同様に、京都市障害者

施策推進審議会やパブリックコメントにおいて、御意見を賜

りたいと考えております。 
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４ 

現状、成年後見制度を利用するためには、多くの書類が必

要となっているが、もっと簡便な手続きで利用しやすくなる

ような仕組みを考えてほしい。（高齢ＷＧ） 

成年後見制度は、権利を擁護するための施策である一方

で、権利の制限も伴います。そのため慎重な判断が必要であ

り、現状ではやむを得ないところがあります。 

現在、国において、「成年後見制度利用促進専門家会議」

が開催されており、成年後見制度の柔軟な利用についての検

討や民法の改正も含めた検討が行われています。 

そうした国の動向を踏まえつつ、可能な範囲での運用改善

については、成年後見制度利用促進協議会においても協議し

てまいりたいと考えております。 
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